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V228b CIB観測ロケット実験 CIBER-2：銀河系内恒星積算光の除去精度の評価
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宇宙赤外線背景放射 (CIB - Cosmic Infrared Background) は、銀河系外からのあらゆる天体の赤外域での放射
を足し合わせた積算光であり、個別に検出することのできない宇宙初期の天体を研究するための重要な観測量であ
る。CIBER-2 (Cosmic Infrared Background ExpeRiment 2) はNASAの観測ロケットを用いて波長 0.5–2.0µm
の CIB観測を行う国際共同ロケット実験である。CIBER-2の第３回実験では、COSMOSおよび Lockman hole
の天域で約 1分間の観測をそれぞれ 4回および 2回、6バンドでの撮像観測を行った。CIB の輝度を観測値から
得るために、本研究では銀河系内の星の積算光 (ISL - Integrated StarLight) の寄与を評価した。
　拡散放射成分を観測画像から取り出すためにGaiaの星カタログを用いて星のマスク（除去）をする。まず、星
の明るさ（等級）に応じたマスク半径を決定するために、拡散放射成分のゆらぎの標準偏差 σsky の 3倍の値 3σsky
を閾値としてこの値より明るい領域を星とみなし、等級における開口半径を算出し両者の関係式を導出した。この
関係式を用いて星をマスクすることで星の寄与を取り除いた。次に、星をマスクした後の背景光強度の等級依存性
をGaiaの星カタログから求めた ISLと比較した。その結果、波長 0.5–0.9µm においては観測画像から 17等級よ
り明るい星をマスクしたものとGaiaの星カタログから計算した ISLとの比は約 10% で一致し、約 1 nWm−2 sr−1

の誤差で ISLを推定できた。この不定性は、CIBの輝度（> 10 nWm−2 sr−1）に比べて十分小さい値である。


